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この専攻がめざすこと

祖師の教えを現代社会に役立てる

将来は地域社会で活躍することも目標に掲げ、

実社会と連携したプログラムを多数用意。社

会教化・伝道に関する手法や、寺院を適切

に運営するための方法なども学びます。

現代社会に対応した
教化・伝道を考える

仏教を正しく世の中に伝えていくために、日本

の全仏教の歴史や思想を総合的・体系的に

学習。異なる宗派の教えも理解し、幅広い知

識と視野を持った僧侶・仏教者をめざします。

宗派を問わず幅広く
仏教の知識を蓄える

教理を体系的に学ぶことができるばかりでなく、

法儀を着実に身につけていくことができます。そし

て、本山をはじめとする所定道場における加行

を通じて、僧侶として認められることになります。

儀礼を勤める力を
実践的に養う

3つのポイント

カリキュラム

僧侶（天台宗、真言宗豊山派、真言宗智山派、浄土宗、時宗）に

なりたいという熱意のある人。

高等学校での学びを土台とし、

仏教学や各宗派の学問領域の研究を志したい人。

大学での仏教の学びを将来、

地域や社会に生かしたいという意欲のある人。

仏教、宗派の教えを拠り所として、

現代社会が抱える諸問題に取り組みたい人。

自坊を継ぐことが“定め”だとしても、
将来に向けたビジョンは自由に描いていい。
師僧や檀家の思いを胸に刻み、守るべきは守り、

創るべきは創っていく次代の僧侶像をめざしましょう。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

仏教学部  仏教学科

FACULTY OF BUDDHIST STUDIES

DEPARTMENT OF BUDDHIST STUDIES

BUDDHIST DENOMINATIONAL STUDIES COURSE

宗学専攻

私の理 論×実 践

実家が天台宗の寺院ですが、大学まで仏教の知識はほとんどなく、僧侶としての知識や所作を基礎から

学べる環境にとても助けられています。「法儀研究」ではお経の唱え方や法衣の着方といった初歩から

体験的に学び、また「実践僧侶論」では学外の講師の話をきっかけに、社会との関わり方について

考えるようになりました。私は将来、寺院を継承し、仏教を通じた社会貢献がしたいと考えています。仏教

以外の学びや宗派を超えた交流など、仏教の教理と多様な体験を踏まえて、仏教者としてめざす道を描

いていきたいです。

担当教員

名 前 職 階 専 門

阿部 貴子 教授 インド仏教

石川 琢道 教授 中国浄土教思想史

神達 知純 教授 中国天台教学、法華経の思想・文化

曽根 宣雄 教授 浄土教の仏身論、法然浄土教

種村 隆元 教授 インド密教

林田 康順 教授 法然浄土教、浄土宗学

堀内 規之 教授 真言密教教理史

米澤 嘉康 教授 インド仏教（中観、『律経』など）

僧侶の資格は各宗派で認定されるため、大学での学びだけでは取得できません。詳細は個別にお問い合わせください。
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仏
教
学
部 

｜ 

仏
教
学
科

宗
学
専
攻

僧侶（天台宗、真言宗豊山派、真言宗智山派、浄土宗、時宗）に

なりたいという熱意のある人。

高等学校での学びを土台とし、

仏教学や各宗派の学問領域の研究を志したい人。

大学での仏教の学びを将来、

地域や社会に生かしたいという意欲のある人。

仏教、宗派の教えを拠り所として、

現代社会が抱える諸問題に取り組みたい人。

自坊を継ぐことが“定め”だとしても、
将来に向けたビジョンは自由に描いていい。
師僧や檀家の思いを胸に刻み、守るべきは守り、

創るべきは創っていく次代の僧侶像をめざしましょう。

TOPIC

「成道会」とは、お釈迦様が悟りをひらかれた日をお祝いする仏

教行事。学生が実行委員会を組織してアイデアを出し合い、活

発な意見交換を経て、時代に合ったオリジナルの行事をつくりあ

げます。成道会での経験は学生の主体性を高め、周囲の声に

耳を傾ける意識も向上。檀家さんとの関係づくりでも大切な僧侶

としての資質が磨かれるほか、自坊での仏教行事や地域活動に

ダイレクトに生かされる実践力が向上します。

学生が主体的に企画・運営する「成道会」 卒業論文一例

●天台大師智顗の法華経観

●両界曼荼羅と弘法大師

●法然上人の教えとカウンセリング

●盂蘭盆と施餓鬼

●ペット往生について

●寺院の現状と持続化について

私 の 理 論×実 践 僧侶としての社会貢献の在り方を考える。

実家が天台宗の寺院ですが、大学まで仏教の知識はほとんどなく、僧侶としての知識や所作を基礎から

学べる環境にとても助けられています。「法儀研究」ではお経の唱え方や法衣の着方といった初歩から

体験的に学び、また「実践僧侶論」では学外の講師の話をきっかけに、社会との関わり方について

考えるようになりました。私は将来、寺院を継承し、仏教を通じた社会貢献がしたいと考えています。仏教

以外の学びや宗派を超えた交流など、仏教の教理と多様な体験を踏まえて、仏教者としてめざす道を描

いていきたいです。

法儀研究
仏教儀式・法要の所作や声明や経典の唱

え方など、僧侶に求められる基本的な知識

や所作について、法要を実践しながら学び

ます。仏教儀式に用いる声楽である「声明」

の公演など、社会や地域とつながる活動に

も取り組みます。

宗学専攻の“学びのフィールド”

担当教員

名 前 職 階 専 門

阿部 貴子 教授 インド仏教

石川 琢道 教授 中国浄土教思想史

神達 知純 教授 中国天台教学、法華経の思想・文化

曽根 宣雄 教授 浄土教の仏身論、法然浄土教

種村 隆元 教授 インド密教

林田 康順 教授 法然浄土教、浄土宗学

堀内 規之 教授 真言密教教理史

米澤 嘉康 教授 インド仏教（中観、『律経』など）

名 前 職 階 専 門

粕谷 隆宣 准教授 日本仏教（中世）

木内 堯大 准教授 天台学、天台宗の儀礼と文化

佐々木 大樹 准教授 密教学

長澤 昌幸 准教授 時宗学、仏教文化

大鹿 眞央 専任講師 日本密教

工藤 量導 専任講師 中国浄土教

倉西 憲一 専任講師 インド密教

小林 順彦 専任講師 中国天台教学

中村 夏葉 専任講師 日本・東洋美術史、仏教美術史

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ taisho_bukkyo

藤園 隆志
仏教学科 
宗学コース※  3年
大分県
国東高等学校
出身
※現 宗学専攻

僧侶の資格は各宗派で認定されるため、大学での学びだけでは取得できません。詳細は個別にお問い合わせください。
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この学科がめざすこと

私 の 理 論×実 践

大好きな『源氏物語』を自分の力で解釈したい、そんな目標をもって日本文学科へ。１年次から「日本

文学踏査」 や「日本文学実践演習」といった授業で、文学がもつ社会的な価値や、作品を深く

読み解く方法を学びました。授業以外では『伊勢物語』の人形劇プロジェクトでの台本づくりや、

『源氏物語』の読解、くずし字で書かれた作品を現代の活字に直す「翻刻」に挑戦。古典作品の

研究に取り組む中で、物語を解釈する面白さと自由さを感じ、そして解釈のためには根拠に基づいた

知識をしっかり身につけることが重要だと気づきました。

教室での充実した学びはもちろん、古典や近現代

文学、日本語の調査探訪を行うフィールドワークを

実施。また、『源氏物語』をはじめとする古典を

和本から学ぶ課外活動にも参加できます。

教室の内外での充実した学び
書を携えて街へ出よう

文学と言語の観点から「日本」を考え、世界に伝える

少人数のゼミ形式の授業が１年次からスタート。

古典文学、近現代文学、日本語学の三分野を、

初年次から専門的に学べます。同じ興味や関

心を抱く仲間たちと共に高めあうことができます。

少人数のゼミナールで同じ興味を
持つ仲間たちと切磋琢磨できる

同じ日本という地域にも、異なる思想や文化が

あります。グローバル化する社会に対応するた

めの多様な価値観を、自分の好きな日本文学、

日本文化、日本語を通じて養えます。

現代社会に必要な多様な価値観を
日本文学・日本語学から身につける

日本文学や日本語学、日本文化に関わる問題に対して、

深い関心と学びの意欲がある人。

日本文学や日本語の専門的な能力を身につけ、

多様化した世界や日本に対応したい人。

異文化を理解するための知識や姿勢を学び、

地域社会や国際社会に積極的に参加したい人。

国語科教員、日本語教師、学芸員など

日本文学・日本語のエキスパートをめざす人。FACULTY OF LITERATURE

DEPARTMENT OF JAPANESE LITERATURE

日本文学科

「憧れの文豪について探究してみたい」
「古典から日本の文化をもっと知りたい」

「日本語を用いて、共に生きる社会を創りたい」
その最初に抱いた興味や関心を大事にすることが
充実した４年間と卒業後の将来につながります。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

3つのポイント

カリキュラム

文学部

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

梅澤 亜由美 教授 日本近現代文学 私小説をはじめとする自己語り文学の研究。

中川 祐治 教授 日本語学、日本語教育学 日本語の語彙・文法に関する歴史的研究。地域日本語教育に関する研究。

古田 正幸 教授 日本古典文学 中古（平安朝）文学。『源氏物語』をはじめとした平安朝の物語・日記・和歌の研究。

山内 洋 教授 日本近現代文学 中島敦、文芸批評。及び「ノンフィクション」「第三の新人」などの研究。

渡辺 麻里子 教授 日本古典文学 中世文学、説話文学、仏教文学、文献資料学の研究。

高田 三枝子 准教授 日本語学 音声学、社会言語学。日本語の音声的変異に関する研究。方言音声の研究。

田中 仁 准教授 日本古典文学 近世文学。江戸時代の和歌や歌人についての研究。
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 実践をとおして高まる作品を読み解く力。

大好きな『源氏物語』を自分の力で解釈したい、そんな目標をもって日本文学科へ。１年次から「日本

文学踏査」 や「日本文学実践演習」といった授業で、文学がもつ社会的な価値や、作品を深く

読み解く方法を学びました。授業以外では『伊勢物語』の人形劇プロジェクトでの台本づくりや、

『源氏物語』の読解、くずし字で書かれた作品を現代の活字に直す「翻刻」に挑戦。古典作品の

研究に取り組む中で、物語を解釈する面白さと自由さを感じ、そして解釈のためには根拠に基づいた

知識をしっかり身につけることが重要だと気づきました。

文
学
部 

日
本
文
学
科

日本文学科の“学びのフィールド”

日本文学科では中学校・高等学校で「国語」を教える国語科教員、

日本語を母語としない話者に日本語を教える日本語教師、博物館で

働く学芸員などの資格取得の希望者を授業内外でサポートします。

国語科教員をめざす仲間たちと授業の練習ができる「教職虎の穴」、地域

の外国にルーツを持つ子どもに日本語を教える「おうだい子ども日本語

教室」や、『源氏物語』、仏教文学、くずし字を学ぶ研究会も行われ、

夢の実現に向かって頑張る学生を学科全体でサポートしています。

資格取得の希望者を授業内外でサポート！ 卒業論文一例

●清少納言の恋愛観
　― 『枕草子』を中心として ―

●『南総里見八犬伝』における善の形象化

●遠藤周作作品における痛み
　― 『白い人』『沈黙』を中心として ―

●『ブッダ』における役割語の研究

瀨川 詩奈
日本文学科 2年
広島県
加計高等学校
出身

日本文学や日本語学、日本文化に関わる問題に対して、

深い関心と学びの意欲がある人。

日本文学や日本語の専門的な能力を身につけ、

多様化した世界や日本に対応したい人。

異文化を理解するための知識や姿勢を学び、

地域社会や国際社会に積極的に参加したい人。

国語科教員、日本語教師、学芸員など

日本文学・日本語のエキスパートをめざす人。

「憧れの文豪について探究してみたい」
「古典から日本の文化をもっと知りたい」

「日本語を用いて、共に生きる社会を創りたい」
その最初に抱いた興味や関心を大事にすることが
充実した４年間と卒業後の将来につながります。

日本文学踏査
博物館や文学館を訪問して学芸員の話を

聞いたり、作品にゆかりのある場所を探訪す

るなど、“本を読む”だけではない文学の魅力

を、体験をとおして学ぶ授業です。文学に向

き合う視点を広げながら、探求するテーマを

見つけるきっかけとなります。

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ tais_nichibun

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

梅澤 亜由美 教授 日本近現代文学 私小説をはじめとする自己語り文学の研究。

中川 祐治 教授 日本語学、日本語教育学 日本語の語彙・文法に関する歴史的研究。地域日本語教育に関する研究。

古田 正幸 教授 日本古典文学 中古（平安朝）文学。『源氏物語』をはじめとした平安朝の物語・日記・和歌の研究。

山内 洋 教授 日本近現代文学 中島敦、文芸批評。及び「ノンフィクション」「第三の新人」などの研究。

渡辺 麻里子 教授 日本古典文学 中世文学、説話文学、仏教文学、文献資料学の研究。

高田 三枝子 准教授 日本語学 音声学、社会言語学。日本語の音声的変異に関する研究。方言音声の研究。

田中 仁 准教授 日本古典文学 近世文学。江戸時代の和歌や歌人についての研究。

DNP使用欄

ネ
ー
ム
校
了
紙
体
裁
校
了
紙

色
調
校
了
紙

色

　
見

　
本
※

DNP使用欄

ネ
ー
ム
校
了
紙
体
裁
校
了
紙

色
調
校
了
紙

色

　
見

　
本
※

仕上サイズ 左アキ
天  地 297
左  右 210

仕上サイズ 左アキ
天  地 297
左  右 210

Confidential Confidential

受
注
ナ
ン
バ
ー

12674966 0061
色
数

4

品
　
　
名

2025
年
度
　
大
学
案
内

2=4R22=61
出
校
回
数

2

会
　
社
　
名
（
株
）D
N
P
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ート

3Q
フ
ル
ブ
リッジ

 

受
注
ナ
ン
バ
ー

12674966 0061
色
数

4

品
　
　
名

2025
年
度
　
大
学
案
内

2=4R22=61
出
校
回
数

2

会
　
社
　
名
（
株
）D
N
P
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ート

3Q
フ
ル
ブ
リッジ

 

28 29

52

私 の 理 論×実 践

子どもからお年寄りまで幅広い支援のあり方を学ぶなかで、児童の虐待防止を啓発するオレンジリボン

運動に取り組んでいます。児童向けに相談先を伝えるポスターの制作や、高校への出張授業の企画

書やスライドを作る過程で、私たち自身も児童虐待の現状やさまざまな背景について理解を深めることが

できました。またお年寄りに関してはデイサービス施設に実習に行き、耳が遠い利用者のコミュニケーション

に苦労したのが次の実習課題に。理論と実践を繰り返し学び、一人ひとりに寄り添える社会福祉士を

めざしています。

‒ 

人間学部 文化や歴史、人々の生活に関わるさまざまな課題に対して、

深い関心を持っている人。

自らの学びを通じて、人々や地域社会へ積極的に

関わっていきたいと考えている人。

読む、書く、話す、聞く能力と、表現方法の向上により、

人と心を通わせ協力して目標を達成する能力を身につけたい人。

自分や家族のために、

そして人と社会のために役に立ちたいと思っている人。
FACULTY OF HUMAN STUDIES

DEPARTMENT OF SOCIAL WELFARE

社会福祉学科

もし目の前で困っている人を見かけたら
「助けたい」「支えたい」と思うはず。その純粋でシンプルな思いを

大切にして、より多くの人々の困りごとを
解決する方法を考えていきましょう。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

沖倉 智美 教授 障害者福祉論、ソーシャルワーク 障害当事者の意思決定支援と権利擁護に関する研究

神山 裕美 教授 地域福祉論、地域基盤ソーシャルワーク ジェネラリスト・ソーシャルワーク論と地域福祉の推進方法についての研究。

坂本 智代枝 教授 精神保健福祉学、ソーシャルワーク理論 精神障害のある人の地域生活支援やピアサポートやアドボカシーに関する研究。

金 潔 教授 子ども家庭福祉、国際福祉 主にアジアの子育て、施設養護、里親養育に関する国際比較研究。

新保 祐光 教授 ソーシャルワーク理論、医療ソーシャルワーク 人間尊重・社会正義に基づくソーシャルワークの価値を具体的に示す研究。

鈴木 孝典 教授 精神保健福祉論、障害者福祉論
障害のある人が住み慣れた家、地域において、自分らしい暮らしを獲得、再興、維持
するために必要な支援の方法と仕組みの研究。

松本 一郎 教授 社会保障、貧困問題 貧困・低所得問題に対する社会保障のあり方の研究。

宮崎 牧子 教授 高齢者福祉、地域福祉、高齢期の居住保障 介護が必要な際に、安心できる居住のあり方や地域社会のあり方についての研究。

田幡 恵子 専任講師 社会福祉士国家試験対策
社会福祉士国家試験での資格取得に必要な知識と学修のプログラムに関する
研究。

この学科がめざすこと

幅広い福祉分野で強みをいかそう

3つのポイント

カリキュラム

制度にとらわれない自発的な活動をおこなって

きた伝統を継承し、人々のウェルビーイング

に貢献するさまざまな活動に挑戦します。

百余年の伝統を礎に
未来の福祉人材を育成

福祉の現場ではチームワークが必要不可欠。

学生は現場実習でのグループワークや、イン

ターンシップなどをとおして協調性を磨きながら、

福祉の支援に関する実践力を高めていきます。

福祉現場での経験を重ね
チームで動ける人材になる

1年次の基礎ゼミナールのなかでフィールド

ワークの授業を実施。地域が学生を育て、

成長した学生がやがて地域を支え、社会を

動かしていく好循環が生まれています。

地域が学生を支え、
地域に還元していく好循環
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 一人ひとりに寄り添うために、理解し実践する。

子どもからお年寄りまで幅広い支援のあり方を学ぶなかで、児童の虐待防止を啓発するオレンジリボン

運動に取り組んでいます。児童向けに相談先を伝えるポスターの制作や、高校への出張授業の企画

書やスライドを作る過程で、私たち自身も児童虐待の現状やさまざまな背景について理解を深めることが

できました。またお年寄りに関してはデイサービス施設に実習に行き、耳が遠い利用者のコミュニケーション

に苦労したのが次の実習課題に。理論と実践を繰り返し学び、一人ひとりに寄り添える社会福祉士を

めざしています。

‒ 

人
間
学
部

社
会
福
祉
学
科

社会福祉学科では、社会福祉士と精神保健福祉士の国家試験合格をめ

ざす学生のために、4年間の特別プログラムを用意。専門教員による正課

内の授業に加え、夏・冬・春季の特別講座があります。その結果、2023年

度の社会福祉士試験では過去最高の94.7％の合格率を記録し、精神保

健福祉士試験では合格率100%を達成しました。国家試験対策は大変で

すが、そこで励みになるのが、同じ目標を持って支え合い、ときに刺激し合え

る仲間の存在。将来につながるチームワークを学ぶ場にもなっています。

国家試験合格に導く4年間の徹底サポート
卒業論文一例

●若者が抱える貧困と社会的支援
●認知症のある高齢者の家族介護者の支援を考える
●オレンジリボン運動を広める方策について考える
●知的障害者のライフステージに応じた自立生活支援の
あり方を考える

●母親の主体形成に必要な要素と潜在的役割分業の
関連性を検討する

●「学生出前定期便」プロジェクト
●学生視点から見た社会的孤立に対しての地域サロンの役割
●国際比較に基づく薬物依存症者対策の日本の位置づけ

社会福祉学科の“学びのフィールド”
文化や歴史、人々の生活に関わるさまざまな課題に対して、

深い関心を持っている人。

自らの学びを通じて、人々や地域社会へ積極的に

関わっていきたいと考えている人。

読む、書く、話す、聞く能力と、表現方法の向上により、

人と心を通わせ協力して目標を達成する能力を身につけたい人。

自分や家族のために、

そして人と社会のために役に立ちたいと思っている人。

もし目の前で困っている人を見かけたら
「助けたい」「支えたい」と思うはず。その純粋でシンプルな思いを

大切にして、より多くの人々の困りごとを
解決する方法を考えていきましょう。

眞下 和実
社会福祉学科 4年
千葉県
千葉女子高等学校
出身

ソーシャルワーク演習
この授業では、児童虐待や高齢化など実社

会が抱える「福祉」の課題を事前学修した上

で、キャンパスがある東京・豊島区などで地域

調査を実施。街並みや住民の姿、施設・サー

ビスの整備状況などを自分の目で確認し、地

域特性の共通点や相違点を議論します。

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ taisfukushi

@ taisfukushi

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

沖倉 智美 教授 障害者福祉論、ソーシャルワーク 障害当事者の意思決定支援と権利擁護に関する研究

神山 裕美 教授 地域福祉論、地域基盤ソーシャルワーク ジェネラリスト・ソーシャルワーク論と地域福祉の推進方法についての研究。

坂本 智代枝 教授 精神保健福祉学、ソーシャルワーク理論 精神障害のある人の地域生活支援やピアサポートやアドボカシーに関する研究。

金 潔 教授 子ども家庭福祉、国際福祉 主にアジアの子育て、施設養護、里親養育に関する国際比較研究。

新保 祐光 教授 ソーシャルワーク理論、医療ソーシャルワーク 人間尊重・社会正義に基づくソーシャルワークの価値を具体的に示す研究。

鈴木 孝典 教授 精神保健福祉論、障害者福祉論
障害のある人が住み慣れた家、地域において、自分らしい暮らしを獲得、再興、維持
するために必要な支援の方法と仕組みの研究。

松本 一郎 教授 社会保障、貧困問題 貧困・低所得問題に対する社会保障のあり方の研究。

宮崎 牧子 教授 高齢者福祉、地域福祉、高齢期の居住保障 介護が必要な際に、安心できる居住のあり方や地域社会のあり方についての研究。

田幡 恵子 専任講師 社会福祉士国家試験対策
社会福祉士国家試験での資格取得に必要な知識と学修のプログラムに関する
研究。
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私 の 理 論×実 践

現場とのつながりを重視する点が学科の特徴で、経験豊富な先生や施設で働く方の話を聞きながら、

常に実践を意識して学べます。実習では不登校やひきこもりの若者を支援する施設でのワークショップ

に参加。創作活動に力を入れている施設で、利用者の創造性の高さには驚かされました。また「心理的

アセスメント」や「心理学的支援法」の授業で接し方を学んでいたものの、改めて気づいたのがコミュニケー

ションの難しさです。障害の有無にかかわらず、他者の気持ちを汲み取るために、まずは自分が正直で

あることの大切さを学びました。

＊公認心理師養成科目：
①～㉕全科目必修

＊先修制科目：
④心理学研究法→⑥心理学実験→⑤心理学統計法、質的研究法、卒業論文
④心理学研究法→心理学基礎演習
⑭心理的アセスメント→心理臨床査定演習
心理基礎実習Ⅰ、心理基礎実習Ⅱ→㉕心理実習
⑮心理学的支援法→㉔心理演習Ⅰ、㉔心理演習Ⅱ、心理臨床技法演習

臨床心理学をはじめとする心理学のさまざまな基礎知識を

身につけ、現実社会で活かしたいと思う人。

お互いの個性や多様な価値観を尊重できる人。

他者の意見を取り入れながら協働できる、

開かれた姿勢を持っている人。

公認心理師や臨床心理士といった臨床心理学関連資格の

取得をめざし、将来は心理援助の仕事に就きたい人。
FACULTY OF CLINICAL PSYCHOLOGY

DEPARTMENT OF CLINICAL PSYCHOLOGY

臨床心理学科

知ること、理解することで
人のさまざまなありようを認める
まなざしが育っていきます。

このまなざしが、心の支援の第一歩。
そしてそれは、自分自身に対しても同じです。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

臨床心理学部

担当教員

名 前 職 階 専 門

青木 聡 教授 深層心理学、父母離婚後の親子交流支援

池田 暁史 教授 精神分析、力動精神医学

井澗 知美 教授 臨床発達心理学

門本 泉 教授
臨床犯罪心理学、
Transactional Analysis（交流分析）

小堀 彩子 教授
学校臨床心理学、認知行動療法、
対人援助職への支援

新村 秀人 教授 精神医学、社会精神医学、森田療法

この学科がめざすこと

心を学び、心との関わりを深める

3つのポイント

カリキュラム

臨床心理学科では、国家資格である公認心理

師養成に対応したカリキュラムを用意。学外実習

では数多くの実習先と提携しており、心の専門家

が働く実際の現場を体験することができます。

公認心理師の養成に
対応したカリキュラム

実験などをとおして、心を科学的・客観的に知

るために必要な心理学的視点と手法を習得。

統計的な分析についても学び、データを論理

的に読み取り、扱う視点を身につけます。

心理学研究の手法を
基礎から学ぶ

心の支援のためには、客観性を重視する科学的視

点と、共感性を軸とする臨床的視点の、両方が必

要。実習や演習を含む豊富な授業を通じて、心につ

いて、そして心への関わりについて多角的に学びます。

心の支援を
多角的に学ぶ
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 他者との交流から自分自身を見つめ直す。

現場とのつながりを重視する点が学科の特徴で、経験豊富な先生や施設で働く方の話を聞きながら、

常に実践を意識して学べます。実習では不登校やひきこもりの若者を支援する施設でのワークショップ

に参加。創作活動に力を入れている施設で、利用者の創造性の高さには驚かされました。また「心理的

アセスメント」や「心理学的支援法」の授業で接し方を学んでいたものの、改めて気づいたのがコミュニケー

ションの難しさです。障害の有無にかかわらず、他者の気持ちを汲み取るために、まずは自分が正直で

あることの大切さを学びました。

臨床心理学科の教員陣は、臨床心理士や公認心理師、医師

の資格を持ち、豊富な実務経験を持っています。「医療」「教育」

「産業」「福祉」「司法」の主要５領域のすべてについて、その領

域を専門とする教員がいるのも特徴。授業では、それぞれの現場

での生きた体験に基づいた話を聞くことができます。臨床現場の

リアルを知ることで、視点や理解がより具体的になり、心に関わる

仕事に身を置く自分をよりクリアに思い描けるようになります。

臨床現場での実務経験が豊富な教員陣

臨
床
心
理
学
部

臨
床
心
理
学
科

卒業論文一例

●大学生におけるユーモア態度と批判的
思考態度の関連

　― ３つの漫才スタイルを用いて ―

●Instagramのフォロワー数が対人認知に
及ぼす影響

　― 場面想定法を用いて ―

●家族のケア・介護を担うヤングケアラーの
生きづらさについての考察

臨床心理学科の“学びのフィールド”
臨床心理学をはじめとする心理学のさまざまな基礎知識を

身につけ、現実社会で活かしたいと思う人。

お互いの個性や多様な価値観を尊重できる人。

他者の意見を取り入れながら協働できる、

開かれた姿勢を持っている人。

公認心理師や臨床心理士といった臨床心理学関連資格の

取得をめざし、将来は心理援助の仕事に就きたい人。

知ること、理解することで
人のさまざまなありようを認める
まなざしが育っていきます。

このまなざしが、心の支援の第一歩。
そしてそれは、自分自身に対しても同じです。

高野 幹太
臨床心理学科 4年
埼玉県
浦和西高等学校
出身

心理実習
心理実習では、教育機関や福祉機関で利用

者の方と関わる形式の実習が経験できます。

発達障害などの困難をもつ利用者の交流

を支援する施設実習では、創作活動などの

ワークショップを開催します。
※心理実習の履修には選抜試験があります

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ ClinPsyTais

担当教員

名 前 職 階 専 門

青木 聡 教授 深層心理学、父母離婚後の親子交流支援

池田 暁史 教授 精神分析、力動精神医学

井澗 知美 教授 臨床発達心理学

門本 泉 教授
臨床犯罪心理学、
Transactional Analysis（交流分析）

小堀 彩子 教授
学校臨床心理学、認知行動療法、
対人援助職への支援

新村 秀人 教授 精神医学、社会精神医学、森田療法

名 前 職 階 専 門

石川 亮太郎 准教授 不安と強迫に対する認知行動療法

稲田 尚子 准教授 臨床発達心理学、臨床行動分析

柴田 康順 准教授
パーソナリティ心理学、
思春期青年期の心理発達、学校臨床心理学

隅谷 理子 准教授
コミュニティ心理学、産業心理臨床、
家族心理臨床、アサーション

田附 あえか 准教授
家族心理学、家族臨床、
児童福祉領域の心理臨床

久羽 康 専任講師 人間性心理学、フォーカシング指向心理療法

西牧 陽子 専任講師 重複聴覚障害者への心理的支援、子育て支援

山本 渉 専任講師 学校臨床心理学

兼城 賢志 助教 深層心理学、心理査定、芸術療法

DNP使用欄

ネ
ー
ム
校
了
紙
体
裁
校
了
紙

色
調
校
了
紙

色

　
見

　
本
※

DNP使用欄

ネ
ー
ム
校
了
紙
体
裁
校
了
紙

色
調
校
了
紙

色

　
見

　
本
※

仕上サイズ 左アキ
天  地 297
左  右 210

仕上サイズ 左アキ
天  地 297
左  右 210

Confidential Confidential

受
注
ナ
ン
バ
ー

12674966 0061
色
数

4

品
　
　
名

2025
年
度
　
大
学
案
内

2=4R22=61
出
校
回
数

2

会
　
社
　
名
（
株
）D
N
P
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ート

3Q
フ
ル
ブ
リッジ

 

受
注
ナ
ン
バ
ー

12674966 0061
色
数

4

品
　
　
名

2025
年
度
　
大
学
案
内

2=4R22=61
出
校
回
数

2

会
　
社
　
名
（
株
）D
N
P
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ート

3Q
フ
ル
ブ
リッジ

 

54 55

56

私 の 理 論×実 践

阿南市が抱える課題に、管理が行き届かない放置竹林があります。実際に整備された竹林の美しさ

にも触れ、そんな環境を守れないかと、竹の活用促進として竹炭を使ったバスボムの開発に取り組み

ました。商品開発に興味があったことに加えて、「地域課題解決実践論」でフードロス削減をめざす

SDGｓ社会貢献型店舗 「ガモール堂」の運営に携わった経験がアイデアのもとに。農家や商店の方

からアドバイスをもらいながら、今後はバスボムを完成させるだけでなく、“バスボムづくりのワークショップ”

として地域イベントなどで活用できる企画に仕上げることが目標です。

地域の多様なニーズに応えながら、地域創生や

地域振興の一翼を担う人材になりたいと思っている人。

経済学を中心として経営学などの理論を学び、

その理論を地域で実践的に活用して行動できる人。

地域において他者と協力して物事を成し遂げることに

意義と喜びを感じられる人。

異なる意見や考えを持つ人と積極的にコミュニケーションを取り、

合意形成を行う姿勢を持てる人。

みなさんが生まれ育った地域には、みなさんにとっては
当たり前でも、それを知らない人からすれば、
魅力的な“何か”があるかもしれません。
まずはその“何か”を探してみませんか？

地域創生学部

FACULTY OF REGIONAL DEVELOPMENT

DEPARTMENT OF REGIONAL DEVELOPMENT

地域創生学科

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

担当教員

名 前 職 階 専 門

浦崎 太郎 教授 地域連携・教育

岡山 朋子 教授
廃棄物管理、循環型社会政策、
再生可能エネルギー

白土 健 教授 こどもに関わる消費ビジネス

谷ノ内 識 教授 広報・PR論

西山 巨章 教授 地域金融、財政、地方創生

福島 真司 教授 非営利組織のマーケティング

この学科がめざすこと

日本の未来を創造する“地域人”に

3つのポイント

カリキュラム

「地域課題解決実践論」では、マーケティングの

知識や「地域実習」での経験をもとに、学生が

主体となってガモール堂や豊島区内の中小規

模公園での実践的な活動などに挑戦できます。

学生自身が地域経済を
動かす主体となる

めざしているのは、知識を実践につなげ、理論

を行動に生かすこと。まずは知識・理論の軸と

なる経済学や経営学を学び、地域創生に貢

献するための基礎力を身につけます。

経済・経営の知識と理論を
実践と行動につなげていく

「地域実習」では、自治体職員や地場産業の

経営者、観光業や地元商店街のスタッフ、農

業従事者など、日々地域で活動している人々の

生の声を聞き、協力を得ながら学修を進めます。

現地の人々とのつながりが
地域活性化の扉を開く
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卒業論文一例

●音楽フェスティバルを活用した地域活性化

●路面電車は地域に経済効果を生み出すか

●シニアの地域活動における高齢者大学の
可能性について

●長距離自然歩道が地域への愛着を醸成する
可能性

TOPIC

首都圏と地域を結んで展開する「地域実習」

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ taisho22.chiikikouhou

私 の 理 論×実 践 商品開発で地域の課題を解決する。

阿南市が抱える課題に、管理が行き届かない放置竹林があります。実際に整備された竹林の美しさ

にも触れ、そんな環境を守れないかと、竹の活用促進として竹炭を使ったバスボムの開発に取り組み

ました。商品開発に興味があったことに加えて、「地域課題解決実践論」でフードロス削減をめざす

SDGｓ社会貢献型店舗 「ガモール堂」の運営に携わった経験がアイデアのもとに。農家や商店の方

からアドバイスをもらいながら、今後はバスボムを完成させるだけでなく、“バスボムづくりのワークショップ”

として地域イベントなどで活用できる企画に仕上げることが目標です。

鷲田 勝喜
地域創生学科 4年
東京都
晴海総合高等学校
出身

地域の多様なニーズに応えながら、地域創生や

地域振興の一翼を担う人材になりたいと思っている人。

経済学を中心として経営学などの理論を学び、

その理論を地域で実践的に活用して行動できる人。

地域において他者と協力して物事を成し遂げることに

意義と喜びを感じられる人。

異なる意見や考えを持つ人と積極的にコミュニケーションを取り、

合意形成を行う姿勢を持てる人。

地域創生学科の“学びのフィールド”

地
域
創
生
学
部

地
域
創
生
学
科

地域実習
日本各地で行われる「地域実習」。徳島県阿南

市では、SDGsを下地にしながら各学生が地域

創生や地域の課題解決に取り組みます。自治

体や企業、阿南市に暮らす方々と協力して

地域PR、環境資源の活用、地域行政など

多様なテーマについて調査研究を行いました。

担当教員

名 前 職 階 専 門

浦崎 太郎 教授 地域連携・教育

岡山 朋子 教授
廃棄物管理、循環型社会政策、
再生可能エネルギー

白土 健 教授 こどもに関わる消費ビジネス

谷ノ内 識 教授 広報・PR論

西山 巨章 教授 地域金融、財政、地方創生

福島 真司 教授 非営利組織のマーケティング

名 前 職 階 専 門

宇都宮 仁 准教授 理論経済学、経済政策論、地域通貨

大橋 重子 准教授 経営組織、組織行動、人的資源管理、キャリア

金子 洋二 准教授 非営利組織論、社会起業論、コミュニティデザイン

高橋 若木 准教授 哲学

高柳 直弥 准教授
マーケティング、ミュージアムマネジメント、
コミュニティリレーションズ

米崎 克彦 准教授 ゲーム理論、国際貿易、交通経済学

出川 真也 専任講師 地域創生の教育学（社会教育･生涯学習論）

仲北浦 淳基 専任講師 経済学説史、経済思想史

西林 勝吾 専任講師 環境経済学・政策論、経済学史・思想史

天野 浩史 助教 臨床社会学、市民社会論、フィールド教育

地域創生学科では、1年次から3年次まで、それぞれ数週間にわたる

「地域実習」を実施しています。2023年度は、1年生が12のテーマ

のもと、首都圏での実習に参加。また、2年生は宮城県や静岡県、

宮崎県など10の地域に分かれてプロジェクトに参加、3年生は全国

20都道府県30市町村を訪れ、一人ひとりの興味・関心に沿った

地域プロジェクトにチャレンジしました。学生は都市と地方の視点

の双方を身につけながら、課題解決能力を磨いていきます。
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